
中学校社会科歴史的分野におけるヨーロッパ史との関わりに関する一試案

鵜木毅

中学校社会科歴史的分野では， 日本の歴史の大きな流れを理解することに主眼が置かれているが， 同時

に， 日本の歴史において，諸外国との接触・交流が日本の社会を大きく変えていく契機となった場面が

あり，その場面の背景となった世界の動きを理解させることで 世界史的な視野で日本の歴史を見てい

く視点を養うことが求められてもいる。幕末から明治にかけて，まさに日本は大変革の時代を迎えてい

た。ヨーロッパで構築された近代国家システムは強力な国家体制としてアジア諸国を圧倒し， 日本もこ

の国家システムへの変革なしには植民地にされてしまうという危機を迎えていたのである。明治維新と

も呼ばれるこの近代化への変革はどのように行われたのであろうか。それを理解するためには，まずそ

の目標となったヨーロッパの近代国家形成の過程と，このシステムの全体像を総合的にとらえる必要が

ある。そのためにヨーロッパで構築された近代国家システムとは何かを理解するための単元開発を行い，

今回，試案として提示した。

1 .はじめに

中学ヰ交社会科歴史的分野では，歴史的分野の瑚引こっし1て

の目標として我が国の歴史の大きな流れを，世界の歴史

を背景に，各H寺代の特色を踏まえて瑚卒させ」とある。ここ

には内樹蕎成の原理として2つのものが並列されている。一

つは，各H寺代の特色を瑚卒し，それを日制|慎に積み重ねてい

くことによって日本の歴史の大きな流れが理解できるとい

う考えである。各時代の特色は，各時代の政治的，経済的，

社会的，文化的構造をそれぞれに網羅し，その時代を総合的

にとらえることによって瑚干しようとする，いわゆる通史学

習の原理である。もう一つは，時代ごとに世界との交流があ

り，その交流を通して諸外国で創造・形成された言糊度何者

文化が日本にもたらされ，それらを取り込むことで，日本に

新しし酒家体制が整えられ，経済が発展し，新しし中士会が形

成されたりして，日本は発展してきたという日本の歴史への

視点である。こうした日本と諸外国とのつながりや交流を知

ることで，歴史的分野の目標のひとつに設定されている「歴

史にみられる国際関系や文化交流のあらましを瑚卒させ，我

が国と諸外国の歴史や文化が相互に深くかかわっているこ

とを考えさせるとともに他民族の文化生活などに関心を

もたせ，国際協調の精神を養う」ことが求められているので

ある。歴史学習を通して，日本と諸外国とのつながりや交流，

そして日本社会の発展を認識させることを通して，他国への

関心をもたせ，国際協調の精神を養うことは，国際化の進展

としづ昨今の流れの中でパ、っそう重要性が増しているとし 1

える。

2.歴史学習の現状と課題

この新たな課題に対応するには世界史の中に日本の歴

史をどう位置付けていくか」が問われることになろう。そこ

にはまず日本の歴史を瑚干するために不可欠となる，諸外国

で発生し，日本社会を大きく変容・変動させるような諸制度

信者文化とは何かを確定しなければならなしもさらに世界史

の流れを瑚卒するのではなく，日本の歴史を瑚卒することが

主であるので，諸外国で生じた関連する事象を全て網羅する

わけではなしL日本の変革に影響を与えた要素を抽出するこ

とが求められている このように世界史の中のどの事象を取

り上げればよいのか，それをどのような視点で，またどのよ

うにその内容を編成していくのか歴史学習の課題となる。

この課題に対し，現行の指導要領はどのような教育内容を

設定しているであろうか。指導要録の「内容」を一覧すると，

(2) I古代までの日本」では，世界の古代文明キ宗教のおこり，

大和朝廷による統ーと東アジアのかかわりなどが設定され，

(ゆ「中世の日本」では，武家財雀の成立とその支配が全国に

広まることに関連する東アジア世界とのかかわりが設定さ

れている。さらにω「近世の日本」では，まずヨーロッパ人
刺充の背景とその影響が，さらに幕末における欧米諸国の接

近が設定され， (砂「近代の日本と世界」では，欧米諸国にお

ける市民革命や産業革命，アジア諸国への動きなどを通して，

欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを

瑚卒させることを前提に，明治蜘守による富国強兵・殖産興

業・文明開化などを通して日本の近代化が進んだこと，日本

が憲法制定や対外戦争などにより国際的地位を向上させた

こと，そして最後に，近代化した日本が第二次世界大戦へと

進むなかでの国際社会との関係の変遷が設定され， (6) I現代

の日本と世界」では鞘麦の日本の再建と国際社会との関係

が瑚卒すべき内容として設定されている。
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おおまかに野里すると (2)における世界の古代文明の成立

と宗教， (2)(3)における日本の国家形成や社会発展に関わっ

た東アジア諸国(主に中国)との関係そして(4)(砂におけ

る日本の近代化に影響を与えたヨーロッパとの関係を中心

に，近代化した日本と近隣者固との閥系が主な内容となって

いる。この中でヨーロッパとの闘系に注目すると，指導要望去

の教育内容でヨーロッパの近代化について示されているの

は，欧米諸国における「市民革命J，I産業革命J，Iアジア諸

問への動き」の3項目である。

次に，この内容について教科書ではどのような構成になっ

ているであろうカも当校で現在使用している教科書 『わたし

たちの中学社会歴史的分野.~ (日本書籍新書)を見てみる

と，ヨーロッパに関する単元として「ヨーロッパの世界進出」

と「ヨーロッパの近代化と世界」とし、う 2つの大単元を系Uν

でいる。「ヨーロッパの世界進出」ではイスラム世界の成立

やモンゴ、ル帝国の形成により世界の一体化が進んだとし 1う

言己主の後，中世にローマ教皇を頂点としたカトリック教会が

ヨーロッパ全体にその勢力を浸透させていたことに対し，台

頭した市民階級により，ルネサンスや宗教改革が推進され，

カトリック教会の支配が揺らぎ、それに対してカトリック教

会側はイエズス会を紘織してヨーロッパ以外の地へと布教

活動を広げた要因とされている。その後大航海時代の言己主が

続き，スペインの新大臨隼出，ポルトガルおよびスペインの

アジア進出が描かれている。日本史との関連では，このヨー

ロッパの動きを受けて武家の全国統一」としづ単元が組

まれ，戦国時代の末，ポルトガル人の種子島漂着，鉄砲の伝

来，ザビ、エルの来日，南蛮貿易品、った流れlこつながる構成

になっている。また 「ヨーロッパの近代化と世界」では「市

民革命」の事例としてイギリス革命，フランス革命，アメリ

カの独立が産業革命」の事例としてイギリスの産業革命

の概要と労働問題の発生をアジア諸国への動き」の事例

としてイギリスのインド支配と中国とのアヘン戦争の事例

が載せられている。こうしたヨーロッパの近代化を背景に，

日本史では「開国」の単元が組まれ幕末の欧米列強の接近

と開国，明治僻斤とし、うおFれにつながる構成となっている。

ところで，高等朝交における世界史では宗教改革」は

どのような単元に位置づけられているだろうれ高等制交の

新曙『世界史 B~ (東京書籍)では宗教改革は大単元「近

世のヨーロッパ」に位置づけられ，ヨーロッパで各国の王権

による主権国家体制形成とし 1う流れの中で生じた出来事と

してとらえられている。中世的な世界観を持ち，全ヨーロッ

パを支配しようとするカトリック教会と それと結ル¥プス

ブルグ家それに対し自立を強める各国の王権がカトリック

教会・ハブρスプルグ家からの分離・自立を求めて，王権ネ材受

説を唱え，ノレターやカノレバンの思想、を根拠にカトリック教会

の支配から国内の教会を分離させ， {Iあ董院を解散させる動き

をとったので、あるO

中明交における宗教改革の位置づけと比べると，大きな違

いがあるのがわかる。中執交では，宗教改革はイエズス会の

目的を説明するために，さらには，江戸時代のキリスト教禁

止キ鎖国とのかかわりの中でポルトガル・スペインはカト

リック国，オランダ・イギリスは新教国としづ両勢力の宗教

的な区別を説明するために必要な出来事として説明されて

いるに過ぎず，それ以上の説明はなされない。それに対し，

高等学校における宗教改革は全権国家体制確立のための政

治的動きという，近代国家システム構築に向かう重要な要因

のーっとしづ位置づけになっている。この主権国家は 19世

紀にはいると，フランス革命などを経て，国民国家体制へと

発展することになる。つまり，宗教改革は近代国家形成への

重要な転換期の出来事だとされているのである。

ヨーロッパで形成された基本的に民族lこよって構成され

る国民国家は，国民の力を結集させることで強大な国力を発

揮することが可能となり ヨーロツノ若者国の世界進出を支え

た近代国家システムで、あったO また，このシステムは，ルネ

サンス，宗教改革，絶対王政，市民革命，産業革命など様々

な変革を経て，システムの構築に数也事己の年月をかけ，よう

やく形成することができたものである。こうして世界を席巻

することになるヨーロッパに対し，ヨーロッパ以外の国々は，

この新しい国家システムにどう対応するかが問題となった。

強力なヨーロッパの近代国家、ンステムに対抗で、きるような

国家体制を築くことができなければ，ヨーロッパの植民地に

転落する。ヨーロッパに対抗で、きるよう，し 1かに国力をつけ，

国家体制を整備することができるれ各国の「近代化」が大

きな熟哩となったO 幕末における開国，それに続く明治蜘守

の改革は，日本にとっては壮大な社会変革で、あったO 欧米諸

国が創り上げた近代国家システムに対し，立ち遅れた旧来の

体制をし1かに変革していくかが最大の課題で、あったO このよ

うに当時の日本の課題をとらえるならば欧米諸国が創り上

げた近代国家システムというものを，しっかりと学ぶ必要が

あると思う。

3. 日本史とヨーロッパ史の関連

中執交社会科歴史的分野におし、て，世界史の領域，とりわ

けヨーロッパとの関係をどのように構成していけばよいで

あろうカも

まず近世につして，近世は日本が初めてヨーロツノミと欄虫

し，交流が始まる時代である。日本はポルトガルやオランダ

などを通じてヨーロッパの物産ヰ咲隔制こ触れ，それを取り込

んできた。とりわけ鉄砲は戦闘の形態を大きく変化させ，戦

争の勝敗を左右するなど，日本の歴史に大きな影響を与えた

重要な品目で、あったO しかしこの時期，ヨーロッパとの関わ

りは主に物産であり，日本に影響を与えるような思認・文化

-248-



はヨーロッパlこおいてもいまだ形成されていなかったそう

した段階であるので， 日本とヨーロッパとの関係でいえば，

ヨーロツノ《人が予防充したこと ヨーロツノミとの接触が始まっ

たことが重要な事項となる。このように考えると，ヨーロッ

パ人が世界に進出する背景となった，イスラムの拡大やモン

ゴ、ル帝国の形成による世界貿易の広まりとヨーロッパの大

航海時代が歴史の内容になると思う。

次に近代について，先に述べたように，幕末~明治主鯨斤の

時代は，強大な近代同家システムを備えたヨーロツノミが，そ

の力を背景に日本に開国を迫った時期で，明治吻守の緊急な

課題はヨーロッパの近代国家システムを取り入れ，日本の社

会構造を変革することで、あった。そうしたことを踏まえると，

4.単元「ヨーロッパ社会の変革」

1.単元の目標

ヨ一ロツノパミで

2.単元計画(全8時)

( 1 )ローマ教会とヨーロッパの王権 ( 1時間)

幕末~明治主鵠庁を学習する前提として，ヨーロッパの近代国

家システムとはどういうものかを理解しておかなければな

らなくなる。ヨーロッパで、は，ルネサンス，宗教改革，絶対

王政，市民革命，産業革命など様々な変革を通してこのシス

テムが形成されたわけであるので，こうした出来事について，

それぞれのシステム形成における意味を踏まえ理解するこ

とが必要であると思う。

以上のことを踏まえて，以下に近代における諸国との交流

の事例として，ヨーロッパの近代化についての単元「ヨーロ

ッパネ土会の変革」を開発し九今回，その一部を提示するこ

とにする。

( 2)宗教改革 ( 1時間) 一本時

( 3 )絶対王政と国民 ( 1時間)

(4 )市民革命 (2時間)

( 5 )産業革命 ( 1時間)

( 6 )ヨーロッパの世界進出とアジア諸国 (2時間)

3.小単元の学習内容

( 1 )中世のヨーロッパは国家としてのまとまりは弱く，カトリック教会が王権を圧倒し，全ヨーロッパに政治

権力をふるっていた。

( 2)カトリック教会の介入なしに救済を唱えた新教を利用することで，カトリック教会の支配から離脱し，主

権国家体制を整えようとする王権によって宗教改革がすすめられた。

( 3) フランスのルイ 14世は家臣や人民を「フランス人」としてまとめることで，民族をもとにした国民国家

が創り上げられた。

(4 )①フランスでは，市民革命により，王権から権力を奪い，自由で平等な国民が国家の主権を担う，民主主

義の政治形態を構築しようとした。

②アメリカでは，本国の支配から逃れ，特権的植民者の支配を打破するために，人民主権をかかげて独立

戦争(独立革命)を行い，アメリカ合衆国を建設した。

( 5)産業革命により機械を用いた生産が始まり，生産力が大幅に向上するとともに，自由な経済活動が保障さ

れる資本主義経済が形成された。

( 6 )①インドに進出したイギリスは，インドを自国の綿工業のための原料供給地として，また商品の市場とし

て組み込み，搾取を行う植民地として支配した。

②イギリスは自国の商品の市場を拡大するために，当時鎖国をしていた中国(清朝)に対して，アヘン戦

争をしかけ，中国の国内市場の開放を求めた。

4.単元の評価規準

[社会的な事象への関心 ・意欲 ・態度]現在の自分や社会に関心を持ち その有様を歴史的に考察していこうとす

る意欲とそれを批判的に考察しようとする態度をもち取り組んでいる。

【社会的な思考 ・判断]中世から近代にかけてのヨーロッパ社会としづ考察する時代および地域の時代的 ・社会的

特質を踏まえたうえで，多角的かっ批判的に思考 ・判断することができる。

[資料活用の技能 ・表現]考察する時代および地域の資料から情報を読み取り，時代的 ・社会的特質を踏まえた的
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確な表現ができる。

[ネ士会事象についての知識 ・理解] 中世から近代にかけてのヨーロッパ社会の変革について，その歴史的な過程

と意義を理解している。

5.小単元 「宗教改革」の指導案

ルターの「九十五ヵ条の論題」が発端となって始まった宗教改革であるが そこでは 「信仰」という個人的な

問題を中心にしながら， 当時のドイツの政治問題に発展した。そして最終的には「各領邦の領主の信仰する宗教

がその領邦の宗教となる」としづ極めて政治的な決着となった。この政治決着はなぜ生じたのか。当時のドイツ

の状況を考察することで，ローマ教会の支配からの離脱というドイツの課題を明らかにしていきたい。さらに，

イギリスの宗教改革を取り上げ，イギリスにおいても全同支配を進めようとする閏王にとって，その阻害要因に

なっているローマ教会やスペインなどの勢力を排除しようとする国王の意図を明らかにしていくことで，国民国

家形成とし、う政治的動きがあったことを理解させたい。

発問

導 I@15世紀ころのヨーロッ

入 | パの政治情勢はどのよう

なものであったか0

0マルティン=ルターとは IT発問する。

どのような人物であろう IT説明する。

教授=学習過程

T発問する。

S答える。

か。

展

開

1

-ルターは当時のドイツと IT発問する。

ローマ教会との関係をど IT説明する。

のようなものととらえて

いただろうか0

・当時のドイツとローマの IT発問する。

関係は，何と言われてし、 IT説明する。

ただろうか。

-以上のことから，当時の IT発問する。

ドイツとローマ教会との Is答える。
関係はどのようなもので

あったといえるか0

・ルターがローマ教会に対 IT発問する。

する厳しい批判を公表し Is答える。
た原因は何か0

・ルターはどのような形式 IT発問する。

で抗議をしたか。 Is答える0
・意見書にはどのようなこ IT発問する。

とが述べられていたか。 Is答える 0
・ルターに対し，教会はど IT発問する。

のような対応をしたか。 IT説明する。

資料 学 習内容

・ローマ教会が全ヨーロッパに勢力を張っていた時代か

ら，各国で王権が伸長してくると，王権と教皇権の対立

が激しくなってきた。

・エルフルト大学に進学し，優秀な学生であったが，帰省

から帰る途中，雷に撃たれたことで出家を決意し，修道

院にはいり，そこで 「祈祷，断食，徹夜，耐寒」 など苦

しい修行生活を送る。しかし，し1かに厳しい修道の生活

を送っても，神に救われるとし 1う確信が持てず苦悩して

いた。その後ウィッテンベルク大学に招かれ，論理学と

哲学の講)坐を持つ。やがてルターは，人が正しく生き続

けていれば，神はこれを認め，救ってくれると考え、「信

仰」が大切であると確信するようになった。

・ルターの著した『ドイツ国民のキリスト教貴族に与う』

によると，ローマ教会が様々な手段を用いてドイツに介

入し，ドイツの民衆から富を奪い取っているとし，ロー

マ派の人々を「盗賊」と評している。

-当時のドイツとローマ教会の状況についてはドイツ

はイタリアの牝牛」としづ表現がなされていた。これは，

ドイツがイタリア(ローマ教会)から厳しく搾取されて

いた状況を言い表したものである。

・ドイツにはローマ教会からの介入 ・干渉が激しく，ドイ

ツはローマ教会に多くの富を奪われ，食い物にされてい

た。

① 

-教皇レオ 10世がサンニヒ。エトロ大聖堂修築の資金集め

のために，ドイツで免罪符の販売をしたことが原因であ

った。

② | ルターはウイツテンベルク大学の教会の扉に 95か条に
およぶ意見書を公開することで抗議した。

-意見書にはルターの宗教的立場からローマ教会を厳しく

批判する内容が述べられていた。

・ローマ教会はルターを審問し，ルターを破門した。
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-ルターはどのように対応 IT発問する。

したか。 T説明する O

-ルターはローマ教会を批 IT発問する。

判し，どのようなことを IT説明する。

主張したか。

-ドイツの国民はルターと IT発問する。

ローマ教会との争いにど Is答える。
う対応したか。

-ノレターは破門に屈せず，当時発明された印刷技術を用い，

自説を広く国民に知らせ，ローマ教会と争い続けた。

-人聞が救済されるためには，善行や功徳を積まなければ

ならず，教会の施す伝統的な秘蹟が人を「義なる人(正

しい人)Jにすると説く教会に対し，ルターは人聞が救

済されるためには， 善行・功徳ではなく，神の愛にすが

るしかなく，信仰において万人は平等であり，教皇は特

別の人間ではない， 聖書こそが神の言葉を記したもの

で，信仰の寄りどころとなると説いた。そしてローマ教

会による救済行為や，神と人の聞に立つとし、う教会の存

在意義を否定した。

-国民の多くはルターを支持した。

。多くの国民がルターを支 IT発問する。 ・神聖ローマ皇帝カール 5世は，ルターをウォルムスに

持する中，ドイツ国王(神 IT説明する。 聞いた帝国議会にルターを呼び，ルターが出した論文や

聖ローマ皇帝)はどのよ 意見書の撤回を求めた。 しかしルターが自説の撤回を拒

展 | うに対応したか。

開 |・ 神聖ローマ皇帝とはどの IT発問する。
2 I ような存在で、あったか。 Is答える。
・カール5世(ハフ。スブル IT発問する。

ク家)とはどのような人 Is答える。
物で、あったか。

-ドイツ皇帝とローマ教会 IT発問する。

との関係はどのようなも Is答える。
のといえるか0

・ドイ ツの貴族(諸侯)は IT発問する。
どのような対応を取った Is答える。
だろうか0

・その後ドイツの政治状況 IT発問する。

はどうなっただろうか。 Is答える。

-ルターの唱えた新しい宗 IT発問する。

派は何と呼ばれたか。 Is答える。
。イギリスで始まった宗教 IT発問する。

改革はどのように展開を IT説明する。

したか。

展 |・イギリス国王はローマ教 IT発問する。

開 | 会との対立をどのように IT説明する。

3 I 解決したか。

んだため，ルターの法による保護を解く措置を取った。

③ |・ ローマ教皇よりローマ帝国皇帝の冠を授かったことで，

歴代のドイツ国王は「神聖ローマ皇帝」を称していた0

・カール 5世はネーデンルランドに生まれ，スペイン国

王となり，さらに神聖ローマ皇帝の位を授かった王で，

一族のノ¥ブ。スブルク家は，オランダ，スペイン，ドイツ

以外にもハンガ、リー，ボ、ヘミア(チェコ)など国の枠を超

え，ヨーロッパ全体に所領を領有する皇帝であった。

-ドイツ皇帝とローマ教会との関係は，ともにヨーロッパ

全体に支配を広げようとする存在として結びついてい

た。

-神聖ローマ皇帝に反発する諸侯も多く，その一人である

ザクセン公がルターを自らのワルトブルク城にかくま

い，保護した。

④ |・ドイツでは皇帝に味方する諸侯は旧教を，反対する諸侯

は新教を領邦内の宗教としたことで，ドイツは皇帝支持

派と反皇帝派の二つに分裂し両者は厳しく対立した0

.ドイツ皇帝に反発する諸侯はルターの唱えた教義を信奉

し，対抗したので，プロテスタントと呼ばれた。

⑤ |・英王へンリー8世は王妃カサリンに女子しか生まれなか

ったため王妃と離婚し別の女性と結婚しようとした。

しかしカサリンはスペイン王家の出身であり，ローマ教

皇はこの離婚に反対したため、ヘンリー8世はカンタベ

リ一大司教にクラマーを任命し，離婚を強行した0

・ヘンリー8世は首長令」を発表し，イギリスの教会

組織の首長にイギリス国王が就くことによって，イギリ

スの教会組織をすべてイギリス国王の配下におさめ，イ

ギリス国教会を立ち上げた。
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-イギリス教会とローマ教 T発問する O -後の王が教義や儀礼などに新教の考えを導入し，ローマ

会の違いは何か。 T説明する O 教会とは異なる教会組織をつくりあげた。

-イギリスの宗教改革につ -両国とも，宗教改革の目的が，ローマ教会およびハフ。ス

いて， ドイツの宗教改革 ブソレク家という国外の勢力の介入を除くことを政治目

とどのようなことが共通 的として宗教改革が展開した。その過程でローマ教会お

点としてあげられるか。 よびハブ。スブルク家が唱えるカトリック教(1日教)と断

絶し，旧教に対抗するために，旧教とは異なる新教を国

教としたことが共通点としてあげることができる。

。その他のヨーロッパ諸国

はどう対応していたか。

-オランダはどうで、あった T発問する O -オランダはスペイン(ハブρスブノレク家)の支配に反発す

展 か。 T説明する O る新教徒の貴族を中心に市民がまとまり，スペインから

開 の独立戦争を始め，イギリスなどの支援を受けながら，

4 スペインから独立を達成した。

-フランスはどうで、あった T発問する O -仏王は商人と結んで王権を伸長させたため，アナーニ事

か。 T説明する O 件などを通して，フランス国民教会が形成されていた。

フランス王権はこれに加えて王権神授説」を唱え，

ローマ教会を介在させずに，直接王権と神を結び付けよ

うとする考え方を主張していた。

高冬 Tまとめる。 -ヨーロッパ全体に勢力を張っていたローマ教会に対し，

結 国内の諸侯に対しこれを圧倒するほどに国王が力をつ

けてくると，ローマ教会やハフ。スブノレク家など外国勢力

の介入や干渉を排除し，国王が国内の諸侯・教会を束ね

ょうとする動きを強めてきた。ルターの宗教改革は，こ

うしたローマ教会からの離脱を目指す各国王にとって，

カトリックに対抗できる思想としてされ，新教を導入す

ることで，圏内の教会をローマ教会の組織から切り離

し，ローマの支配から逃れることに成功した。このよう

にルターとし 1う個人の信仰に基づいたローマ教会との

争いは，当時の政治情勢の下，個人の信仰という枠から

大きく離れ，政治と深くからみながらヨーロッパ各地に

広まり，カトリックと並ぶ一大勢力となっていった。

[資料]

①『ドイツ国民のキリスト教貴族に与う』からの抜粋資料(参考文献②より作成)

② ~95 か条の論題』の抜粋資料(参考文献②より作成)

③16世紀中ごろのヨーロッパの勢力地図(1ニューステージ世界史詳覧J(浜島書庖) p 154) 

④ドイツを取り巻く国際情勢の概念図(省略)

⑤イングランド王家の家系図(Iニューステージ世界史詳覧J(浜島書盾) p 156) 
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